
千葉県こども病院

アレルギー・膠原病科

1
千葉県ＰＲマスコットキャラクター

チーバくん



千葉県について

みどころいっぱい

温暖で過ごしやすい

成田空港

成田山新勝寺

鴨川シーワールド

幕張新都心

養老渓谷

東京湾観音

海ほたる

東京ディズニーリゾート

佐原の山車行事

犬吠埼灯台

誕生寺
（日蓮聖人生誕の地）

（写真は千葉県観光協会より）



千葉県こども病院について

1998年10月 開院

チーバくん



外房線で千葉から3駅目

JR鎌取駅が最寄り

自然が豊か!

都心への
アクセス良好

千葉県こども病院について



ちばこども

独立型小児
病院

診療科数
27

外来患者数
300人/日

届出病床数
224床

千葉県こども病院の特徴

小児科専門医
42名!



レジデント募集診療科

サブスペシャルティ領域

感染症科

神経内科

アレルギー・
膠原病科

内分泌科

循環器内科血液・腫瘍科

腎臓科

基本領域

小児科
専門研修

小児科専門研修3年修了後あるいは見込み者

新生児科

（小児科専攻医）

絶賛募集中！！



アレルギー・膠原病科

イラスト：伊藤香奈



対象疾患

• リウマチ・膠原病

•自己炎症性疾患

•アレルギー疾患

•先天性免疫異常症

免疫
異常

免疫不全
（易感染性）

自己炎症
（抗原非特異的炎症）

自己免疫
アレルギー

（抗原特異的炎症）



専門医

アレルギーリウマチ・膠原病

リウマチ専門医とアレルギー専門医の
両方が取得可能

アレルギー指導医・専門医 2名
アレルギー専門医 2名

リウマチ指導医・専門医 2名

リウマチ専門医 1名

*非常勤医師を含みます



リウマチ・膠原病
自己炎症性疾患・先天性免疫異常症

• 若年性特発性関節炎 85名

• 全身性エリテマトーデス 20名

• 若年性皮膚筋炎 6名

• シェーグレン症候群 11名

• 全身性強皮症 1名

• 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症(EGPA) 1名

新患を指導医の下で、診療することができます

若年性特発性関節炎 全身性強皮症・限局性強皮症

全身性エリテマトーデス ベーチェット病

若年性皮膚筋炎 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症(EGPA)

シェーグレン症候群 家族性地中海熱

混合性結合組織病 周期性発熱・アフタ性口内炎・咽頭炎・リンパ節
炎症候群 (PFAPA)

高安動脈炎 A20ハプロ不全症 などなど



他科との連携がとりやすい

整形外科 関節症状・筋生検 腎臓科 アフェレーシス、腎生験

精神科 精神症状・心身症 代謝科 自己免疫性肝炎、PSC

耳鼻咽喉科 耳下腺炎・自己免疫性難聴 内分泌科 甲状腺疾患、糖尿病

眼科 ぶどう膜炎、ステロイド副作用、
HCQ副作用チェック

外科・救急
総合診療科

炎症性腸疾患、ループス腸
炎

泌尿器科 間質性膀胱炎 感染科 日和見感染など

歯科口腔外科 シェーグレン症候群の口腔ケ
ア、口唇生験

神経内科 けいれん・神経障害

脳神経外科 頭部血管障害

集中治療科 アフェレーシス、ICU管理 血液腫瘍科 悪性腫瘍鑑別、抗がん剤使
用法など

皮膚科
（非常勤）

皮疹全てが「小児」のスペシャリストです



アレルギー疾患

•気管支喘息

•アトピー性皮膚炎

•食物アレルギー

•アレルギー性鼻炎



アレルギー疾患

•気管支喘息

•アトピー性皮膚炎 難治例
• IgE (オマリズマブ：ゾレアⓇ）

• IL-5（メポリズマブ：ヌーカラⓇ）

• IL-4Rα（デュプリマブ：デュピクセント
Ⓡ）



•気管支喘息

•アトピー性皮膚炎

•食物アレルギー

•アレルギー性鼻炎

アレルギー疾患



治療法の変化による新たな問題

• 「除去」から「早期導入」へ

➡︎自宅での症状誘発のリスク

• 「診断または寛解確認の負荷
試験」から「安全摂取域確認の
負荷試験」へ

➡︎負荷試験の回数増加



診療内容の共有・共通化

① 千葉アレルギー地域連携の会
(CALNET, Chiba-Allergy Local Network)

②「食物アレルギー診療ノート」の作成

・負荷試験方法の統一、簡素化

・食事指導内容の共通化



学会活動

• 日本リウマチ学会（評議員）

• 日本小児リウマチ学会（理事）

• 日本臨床リウマチ学会（評議員）

• 日本シェーグレン症候群学会（理事）

• 日本アレルギー学会（代議員）

• 日本小児アレルギー学会（代議員）

• 日本臨床アレルギー学会

• 日本免疫不全・自己炎症学会 など



ガイドライン・手引き作成への参加



研究

–厚生労働省科学研究
–自己免疫疾患における患者レジストリを包含した難病プラットフォーム体制
の構築と、それを利活用した長期にわたる全国規模の多施設共同研究（研
究代表者：森 雅亮）

–難治性・希少免疫疾患におけるアンメットニーズの把握とその解決に向けた
研究（研究代表者：宮前多佳子）

–アレルギー疾患多施設共同研究
–経皮免疫療法（三重病院、東海大学）
–経口免疫療法（藤田医科大学）

–かずさDNA研究所・千葉大学との共同研究
–免疫・アレルギー疾患の次世代プロテオーム解析

–新規薬剤の臨床試験（治験）
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ここからアクセス!



お待ちしています
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